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＜連絡事項＞

・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞

・加藤　祐児様～本日10:00～明日6月11日（日）16:00まで外泊訓練。
＜要注目患者様＞

・中川原　義雄様～胃痛の訴えなし。日中はコーヒーは飲用要求なし。
・小笠原　文人様～病棟ホールで各食全量摂取。動作は緩慢であるがＳＳＴも拒否なく参加している。奇異行為もなし。呂律不良もなく、落ち着いた口調で発表もできている。
・中村　豊様～詰所から離れずスタッフに外出できない不満を訴える。消灯後に菓子の摂取をしたことは外出できないストレス解消だ、スタッフ全員自分の悪いところばかりを挙げていると被害的な言動もあり。ある程度対話すると「すみませんでした」と突然謝罪して自室に戻られている。
・板橋　利美様～同室者への不満言動は無し。ＳＳＴにおいては、退院後には自分にとって社会的な適応の必要性はなく、ＳＳＴの必要性は自分にはないと

話している。
・小豆畑　裕介様～他者とのトラブルの理由を尋ねると謝罪言動多く聞かれる。粗暴行為を反省する言動もあり。洗濯行為については、仲良く一緒に洗濯したら衣類の枚数も少ないので節約できると2人で仲良く始めていたという。民部田様に食事時のパンが欲しいとねだられて、スティックコーヒーや菓子と交換する条件を出され、了解したと話し、それでも暴力はいけないのでと反省している様子あり。
・民部田　和哉様～他者トラブルに関連した言動は全くなし。ＳＳＴの目標で「トラブルなく過ごす」と挙げている事から、他者とのトラブルがあった事を反省する言動は発表しているが、記録用紙では減点せずにほぼ満点で評価している。
・小笠原　美千代様～幻聴なし。本日調子良いと話し、表情穏やか。日課も円滑に行っている。
＜食事意見＞
・本日の選択メニューとんかつに感動しました。おいしかったですと患者様からのお声が聞かれていました。
